
【別紙】 

令和 5年度 日本語学習支援者講習会 

【外国にルーツをもつ子どもの支援コース】の様子 
 

 

第 1回 【入門編】地域日本語教室ってどんなところ？（6/17開催） 

講 師：岐阜県日本語教育総括コーディネーター 安藤
あんどう

 郁
いく

美
み

 氏 

参加者：15名 

[参加者アンケート抜粋] 

・ 日本語教室とはどういう場所なのか、全く分からず参加したが、

経験者の話を聞くことができ理解を深めることができた。 

・ 日本語教室で活動中だが、「地域日本語教室はどんなとこ

ろ？」という問いかけに、改めて考えさせられました。よかったで

す。 

 

 

第 2回 外国にルーツをもつ子どもの現状と背景/地域の教室でできること（6/24開催） 

講 師：ＮＰＯ法人可児市国際交流協会 事務局長 各務
か か む

 眞
ま

弓
ゆみ

 氏 

参加者：22名 

[参加者アンケート抜粋] 

・ 実際にあったことをもとにして話をされて、本当に考える事が多く

て有意義だった。 

・ 背景を知って、それに合わせて支援するということはなんとなく分

かっていましたが、その背景の部分を詳しく知ることができまし

た。 

・ 外国籍の子は一括りではなく、一人一人の養育歴等背後に隠れている情報が大切だと思った。 

 

第 3回 子どもの日本語学習支援をする上で大切なこと（7/1開催） 

講 師：ＮＰＯ法人可児市国際交流協会 事務局長 各務
か か む

 眞
ま

弓
ゆみ

 氏 

参加者：21名 

[参加者アンケート抜粋] 

・ 自分の立場を振り返って考えなおすキッカケになりました。本日

の資料を家でもう一度読み直し、今後に役立てていきたいです。 

・ 直接法での体験（ポルトガル語によるポルトガル語の授業）、パ

ニックになりました。日本語の話せない外国人の子の気持ちを察

することができました。 

 



【別紙】 

第 4回 子どもの日本語学習支援をする上で大切なこと（7/15開催） 

講 師：日本語ボランティア鮎の会 小鮎コース 加藤 久典 氏 

CAPCO（大垣外国人コミュニティーサポートセンター） 代表 岡本 幸 氏 

関市国際交流協会 わかくさ教室 小野木 政子 氏 

参加者：21名 

[参加者アンケート抜粋] 

・ 自分のルーツ、母語を大切に誇りを持ってほしいという話を聞

き共感しました。 

・ 色々な団体の方たちの話を聞けたのが、とてもよかったです。 

・ いただいたパンフレットを来日したばかりの子どもの保護者に

渡したいと思います。 

 


